
 
 
 

 
 

主 な内容

補 

正 

予 

算

議
員
提
出
議
案

の
歳
入
歳
出
予
算
に
対
す
る

増
減
額
（
カ
ッ
コ
内
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
＝
８
０
８
億
５

５
３
７
万
４
千
円
（
５
５
３

７
万
４
千
円
増
）　

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
３
人
の
う
ち
、
髙
橋

宏
氏
（
愛
甲
）
の
任
期
が
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
引
き

続
き
同
氏
を
選
任
し
た
い
と

の
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
、
賛
成
全
員
で
同
意
し
ま

し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
員
に
澁
谷

岳
史
市
財
務
部
長
を
選
任
し

た
い
と
の
議
案
が
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
同

意
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
14
人
の
う

ち
、
３
人
の
任
期
が
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
横
浜
地
方

法
務
局
長
か
ら
後
任
委
員
の

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、一
般
会
計
の
１
件
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
の
主
な
歳

出
の
内
容
は
、（
仮
称
）
金

田
老
人
憩
の
家
・
児
童
館
複

合
施
設
の
建
設
予
定
地
に
お

い
て
、
文
化
財
保
護
法
に
基

づ
く
埋
蔵
文
化
財
の
本
調
査

が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

（
仮
称
）
金
田
老
人
憩
の
家

等
複
合
施
設
建
設
事
業
費
お

よ
び
（
仮
称
）
金
田
児
童
館

等
複
合
施
設
建
設
事
業
費
の

増
額
や
、
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
に
係
る
本
体
工
事

お
よ
び
付
帯
工
事
に
つ
い
て
、

新
た
に
県
支
出
金
な
ど
の
交

付
対
象
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備

事
業
補
助
金
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。こ
の
ほ
か
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
事
業
助
成
金
を

活
用
し
、
厚
木
市
さ
く
ら
狩

り
マ
ッ
プ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
た
め
、
観
光
情
報
発
信

事
業
費
の
増
額
や
、
郷
土
芸

能
を
行
う
団
体
に
対
し
て
、

用
具
整
備
に
係
る
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
た
め
、
郷
土

芸
能
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補

助
金
を
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
後
の
予
算
額
、
既
定

　

６
月
定
例
会
議
は
、
５
月
30
日
か
ら
６
月
21
日
ま
で
の

会
議
期
間
23
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
や
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
、
一
般
会
計

補
正
予
算
の
６
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
、「
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」「
固
定
資
産
評

価
員
の
選
任
に
つ
い
て
」「
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て
（
３
件
）」
を
除
い
た
１
議
案
は
質
疑
終

了
後
、
上
程
さ
れ
た
陳
情
と
と
も
に
所
管
の
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員
22

人
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
会
中
に
各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ

れ
た
議
案
や
請
願
・
陳
情
に
対
し
、
慎
重
な
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
」「
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て
」「
人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
（
３
件
）」
に

対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
の
審
査
結
果
報
告
、
４
会

派
な
ど
に
よ
る
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
可
決
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
「
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定
等
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
」
の
議
案
１
件
が
追
加
提
出
さ

れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

推
薦
依
頼
を
受
け
た
市
長
か

ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、
次
の

方
々
の
推
薦
に
賛
成
全
員
で

同
意
し
ま
し
た
。

◎
松
本　

成
美
氏（
愛
甲
西
）

◎
仁
藤　

和
子
氏（
森
の
里
）

◎
宮
田　

和
子
氏（
旭　

町
）

　

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

は
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
１
件
で
す
。

　
「
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改

定
等
に
関
す
る
意
見
書
」は
、

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
諮

問
・
改
定
を
早
期
に
行
う
こ

と
や
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ

に
伴
う
中
小
企
業
な
ど
へ
の

支
援
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど

を
要
望
す
る
も
の
で
す
（
意

見
書
は
４
面
参
照
）。

6月定例会議

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
が
調
査
・
研
究
の
状
況
を
報
告

毎週水曜日に荻野運動公園で開催される夕焼け市。市内で生産される
農畜産物や食料品が販売される（今年は10月25日まで）

教
育・危
機
管
理・庁
舎
建
設
な
ど
を
論
議

一
般

質
問

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意

固
定
資
産
評
価
員

の
選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員

３
氏
の
推
薦
に
同
意

◆一般質問
◆国などに提出した意見書
◆委員会の審査
◆広報広聴特別委員会の報告
◆本会議の審議結果

２～６面
４面
７面
７面
８面

全国市議会議長会

在職25年の
　特 別 表 彰

　５月24日、東京国際フォーラム
で開催された全国市議会議長
会定期総会において、本市議会

松田則康議員（あつぎみらい）
が議員在職25年として、全国
市議会議長会会長から特別
表彰されました。

―松田則康議員―た
か
は
し

ま
つ
も
と

し
げ
み

に
と
う

か
ず
こ

み
や
た

か
ず
こ

し
ぶ
や

た
け
し

ひ
ろ
し

だまつ のりやす
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一般質問 要旨

市政に関する

一般質問 要旨一般質問 要旨

市政に関する

実
績
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
業
務
委

託
な
ど
を
含
め
、
調
達
実
績

は
４
８
５
万
円
強
と
な
っ
た
。

●
厚
木
市
斎
場

　

問　

現
状
と
今
後
の
方
向

性
は
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

年

々
利
用
者
は
増
え
て
お
り
、

28
年
度
の
式
場
の
稼
働
率
は

78
％
に
な
っ
て
い
る
。今
後
、

炉
の
増
設
が
33
年
ご
ろ
に
必

要
に
な
る
が
、
炉
の
時
間
枠

を
拡
大
す
る
対
処
法
を
含
め

考
え
て
い
き
た
い
。

　

問　

将
来
的
に
は
指
定
管

理
も
考
え
て
い
く
の
か
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

今

後
も
現
状
の
体
制
を
維
持
し

な
が
ら
運
営
し
て
い
き
た
い
。

●
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

　

問　

こ
れ
ま
で
と
ど
の
よ

う
に
違
う
の
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

こ

れ
ま
で
も
特
別
支
援
学
級
と

通
常
級
の
交
流
は
し
て
き
た

が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
機

会
で
相
互
交
流
を
図
る
こ
と

を
一
番
大
き
な
目
的
と
し
て
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
進

め
て
い
る
。

　

問　

進
路
状
況
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　

答
　
市
長　

福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
る
方
の
み
把

握
し
て
い
る
。

　

問　

進
路
先
が
合
わ
な
い

場
合
に
支
援
が
必
要
で
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

本
人
の

希
望
を
踏
ま
え
、
障
が
い
者

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

連
携
し
、
再
度
実
習
を
行
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
で
き
る

限
り
努
力
し
て
い
る
。

●
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法

　

問　

平
成
28
年
度
の
調
達

　

答
　
農
業
委
員
会
事
務
局

長　

財
務
部
が
作
成
す
る
チ

ラ
シ
な
ど
で
対
応
す
る
。

●
学
校
と
保
護
者
の
関
係

　

問　

保
護
者
の
信
頼
を
得

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

直

接
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

に
学
校
に
来
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
る
な
ど
、
学
校
側

も
努
力
す
る
。

ど
は
取
っ
て
い
な
い
。ま
た
、

水
路
機
能
の
保
全
な
ど
に
支

障
を
及
ぼ
さ
な
い
限
り
、
道

路
認
定
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

問　

道
路
境
界
の
基
準
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

幹
線
道

路
は
の
り
面
上
で
、
生
活
道

路
は
の
り
面
下
を
そ
れ
ぞ
れ

境
界
と
し
て
い
る
。

●
農
地
転
用
し
た
土
地
の
評
価

　

問　

チ
ラ
シ
な
ど
で
周
知

す
る
考
え
は
。

　

答
　
財
務
部
長　

分
か
り

や
す
い
周
知
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　

答
　
都
市
整
備
部
長　

単

独
処
理
浄
化
槽
が
多
い
状
況

か
ら
事
業
を
推
進
し
た
い
。

●
道
路
・
水
路
の
適
正
管
理

　

問　

水
路
に
ふ
た
を
か
け

て
い
る
場
合
の
管
理
は
。

　

答
　
都
市
整
備
部
長　

水

路
が
道
路
形
状
で
あ
っ
て
も

不
特
定
多
数
の
方
が
通
行
で

き
る
場
合
は
、
占
用
許
可
な

　

問　

事
業
着
手
に
向
け
て

の
根
拠
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

良
好
な
河
川

環
境
の
保
全
や
生
活
環
境
を

改
善
す
る
目
的
で
進
め
て
い

る
。
今
後
は
人
口
減
少
な
ど

の
社
会
情
勢
の
中
、
効
率
的

な
汚
水
処
理
方
法
の
見
極
め

や
整
備
の
た
め
の
財
源
確
保

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

わ
る
重
要
な
課
題
と
認
識
し

て
お
り
、
引
き
続
き
あ
ら
ゆ

る
人
権
の
尊
重
に
向
け
た
取

り
組
み
に
努
め
た
い
。

●
自
転
車
事
故
の
防
止

　

問　

事
故
多
発
箇
所
の
状

況
は
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

人

身
事
故
の
多
い
交
差
点
で
自

転
車
事
故
も
多
く
、
平
成
28

年
度
で
は
、
文
化
会
館
前
交

差
点
で
３
件
、
水
引
交
差
点

と
妻
田
伝
田
交
差
点
で
１
件

ず
つ
、
合
計
５
件
発
生
し
て

い
る
。

の
他
の
身
分
な
ど
の
理
由
に

よ
る
い
か
な
る
種
類
の
差
別

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
確
実

に
享
受
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
人
権
尊
重
に
関

　

問　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章

に
掲
げ
ら
れ
た
精
神
を
ど
の

よ
う
に
具
現
化
す
る
の
か
。

　

答
　
市
長　

オ
リ
ン
ピ
ズ

ム
の
根
本
原
則
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
と
文
化
、
教
育
と
の

融
合
や
平
和
な
社
会
の
推

進
、
友
情
、
連
帯
、
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
精
神
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
支
援
に
向
け
た
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
積
極
的

に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

夢
と
希
望
を
育
み
、
差
別
の

な
い
平
和
な
社
会
の
構
築
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少

数
者
）
な
ど
の
人
権
に
係
る

課
題
に
つ
い
て
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
憲
章
で
は
、
権
利
お
よ
び

自
由
は
、
人
種
、
性
別
、
性

的
志
向
、
言
語
、
宗
教
、
そ

　
答
　
市
長
室
長　

現
行
の

シ
ス
テ
ム
で
は
、
約
２
千
本

が
同
時
に
着
信
で
き
る
が
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
は
、
30

本
ぐ
ら
い
し
か
同
時
に
入
ら

な
い
。
災
害
時
の
回
線
状
況

を
考
え
て
現
行
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
て
い
る
。
今
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
ツ
ー
ル
が
開

発
さ
れ
る
と
思
う
の
で
、
注

目
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

●
市
庁
舎
内
の
職
場
環
境

　
問　

職
員
の
机
上
の
整
理

状
況
は
。

　
答
　
市
長
　
庁
内
文
書
は
、

厚
木
市
行
政
文
書
取
扱
規
程

に
よ
り
、
適
切
に
管
理
し
て

い
る
。
ま
た
、
個
人
情
報
文

書
は
、
整
理
整
頓
に
努
め
、

厚
木
市
個
人
情
報
保
護
条
例

に
よ
り
、
慎
重
に
取
り
扱
っ

て
い
る
。

　
問　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の

概
要
と
運
用
時
の
具
体
例
は
。

　
答
　
市
長
室
長　

国
か
ら

の
緊
急
情
報
を
、
防
災
行
政

無
線
に
よ
り
市
民
の
方
に
瞬

時
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
緊
急
地

震
速
報
、
大
雨
特
別
警
報
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
、

ゲ
リ
ラ
・
テ
ロ
情
報
な
ど
で

あ
る
。

　
問　

防
災
ラ
ジ
オ
を
高
齢

者
に
貸
与
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
長
室
長　

昨
年
度

か
ら
有
償
配
布
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
も
高
齢
者
が
含
ま

れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
そ

の
観
点
か
ら
無
償
貸
与
は
現

在
考
え
て
い
な
い
。

　
問　

防
災
行
政
無
線
の
内

容
が
聞
け
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
無
料
化
す
る
考
え
は
。

市
街
化
調
整
区
域
内
の
公
共
下
水
道

（
汚
水
）の
事
業
化
の
考
え
は

無
会
派
　
井
上
　
敏
夫 

議
員

特
別
支
援
学
校
な
ど
卒
業
後
の

進
路
状
況
の
把
握
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
沼
田
　
幸
一 

議
員

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
機
会
を
ど
う
生
か
す
か

無
会
派
　
奈
良
　
握 

議
員

防
災
対
策
の
情
報
発
信
の

手
段
と
課
題
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
髙
橋
　
豊 

議
員

　今定例会議では、22人の議員が３日間にわたり一般質問
を行い、市政全般の施策について市長などの考えをただし
ました。主な質問と答弁の要旨を紹介します（掲載は質問順）。

◆落成式・開店祝、葬式などの花輪・供花
◆入学祝・卒業祝、お中元やお歳暮、病気見舞い
◆地域のお祭りへの寸志や飲食物の差し入れ
◆秘書などが代理で出席する場合の結婚祝、葬式の香典
◆町内会の集会や旅行などの催し物への寸志や飲食物の差し入れ

政治家の寄付は禁止
有権者が求めることも禁止
　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは、
法律で禁止されています。違反すると罰せられます。
また、有権者が寄付を求めることも禁止されています。
　次のことは違反になります。

お中元
お歳暮

事故の恐ろしさや交通ルールの大切さを実感してもらうため、中
学生を対象にプロのスタントマンが事故を再現するスケアードス
トレイト教育技法による自転車安全教室を実施している
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広
報
広
聴

広
報
広
聴

特
別
委
員
会
か
ら

会議録の閲覧を！
　本会議や委員会の詳しい内容は、
インターネットや市政情報コーナー
（本庁舎１階）などで会議録をご覧
ください。なお、会議録ができるま
での間は、インターネット議会中継
（録画放映）もご覧になれます。

ト
ル
を
防
災
備
蓄
品
に
加
え

る
考
え
は
。

　

答
　
市
長
室
長　

現
在
、

哺
乳
瓶
に
関
し
て
は
、
備
蓄

し
て
い
る
量
で
想
定
数
を
充

足
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
災
状
況

に
な
る
と
思
う
の
で
、
使
い

捨
て
の
哺
乳
ボ
ト
ル
も
必
要

な
物
品
の
一
つ
と
し
て
考
え

て
い
き
た
い
。

ド
レ
ス
）
を
添
付
し
て
配
信

で
き
な
い
か
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

保

護
者
宛
て
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

は
、
主
に
緊
急
時
の
情
報
伝

達
用
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、

利
用
目
的
の
見
直
し
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
有
効

性
や
教
職
員
の
負
担
な
ど
も

含
め
て
考
え
て
い
く
。

●
児
童
館
で
の
飲
食

　

問　

夏
季
休
業
中
の
限
定

し
た
期
間
で
も
で
き
な
い
か
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

熱
中
症
予
防
に
水
筒
を
持
参

す
る
こ
と
は
勧
め
て
い
る
が
、

弁
当
な
ど
は
食
中
毒
や
ア
レ

ル
ギ
ー
の
子
へ
の
見
守
り
な

ど
課
題
が
多
く
、
難
し
い
。

お
菓
子
づ
く
り
な
ど
、
違
う

形
で
の
食
材
の
提
供
が
可
能

か
研
究
し
て

い
き
た
い
。

　

問　

糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
事
業
の
成
果
は
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

平

成
28
年
度
は
、
モ
デ
ル
医
療

機
関
と
し
て
厚
木
市
立
病
院

の
協
力
で
８
人
の
患
者
に
対

し
、
面
談
、
電
話
に
よ
る
食

事
指
導
、
運
動
指
導
、
服
薬

管
理
な
ど
を
実
施
し
、
全
て

の
患
者
に
改
善
が
見
ら
れ
た
。

　

問　

生
活
習
慣
病
治
療
中

断
者
へ
の
受
診
勧
奨
の
実
績

と
課
題
は
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

治

療
中
断
者
１
９
８
人
に
通
知

お
よ
び
電
話
の
勧
奨
を
行
い
、

89
人
が
治
療
を
再
開
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に

治
療
を
再
開
い
た
だ
く
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。

●
重
度
障
害
児
メ
デ
ィ
カ
ル

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　

問　

対
象
者
を
拡
大
す
る

た
め
の
条
件
と
課
題
は
。

　

答
　
病
院
事
業
局
長　

急

性
期
医
療
が
必
要
で
な
い
重

度
障
が
い
者
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
厚
木
市

立
病
院
の
役
割
や
看
護
体
制

の
在
り
方
も
踏
ま
え
、
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

●
新
た
な
防
災
備
蓄
品
の
充
実

　

問　

断
水
時
で
哺
乳
瓶
が

洗
浄
で
き
な
い
場
合
を
想
定

し
て
、
使
い
捨
て
の
哺
乳
ボ

で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま

す
。

　

会
派
の
枠
を
超
え
て
協

力
し
た
こ
と
に
よ
り
、
議

会
の
結
束
を
固
め
、
議
員

力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
市
民
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
よ
う
、
さ

ら
に
研
さ
ん
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
市
民
や
各

団
体
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
釘
丸
久
子
）

　

厚
木
市
議
会
で
議
会
報

告
会
を
取
り
組
ん
で
か
ら

５
年
。
年
２
回
実
施
し
、

延
べ
34
会
場
に
１
２
６
６

人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
初
は
議
会
報
告

が
中
心
で
固
い
内
容
で
し

た
が
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
活
用
や
団
体
と
の
意
見

交
換
会
な
ど
、
試
行
錯
誤

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

第
５
回
か
ら
は
、
常
任

委
員
会
で
運
営
し
、
地
域

問
題
や
常
任
委
員
会
に
関

係
す
る
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
る
な
ど
進
化
・
発
展
が

い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。

●
小
中
学
校
か
ら
の
配
布
物

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

　

問　

各
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
配
布
文
書
を

閲
覧
で
き
な
い
か
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

一

部
実
施
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
が
、
今
後
、
各
学
校
と
連

携
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

学
校
か
ら
の
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
に
、
配
布
文
書
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

に
は
好
意
的
な
印
象
を
受
け

て
い
る
。
可
能
な
限
り
早
期

に
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

提
言
で
は
、
コ
ス
ト

は
72
億
９
千
万
円
と
し
た
が
、

市
は
庁
舎
に
入
る
施
設
が
未

定
の
た
め
見
積
も
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
事

業
費
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答
　
政
策
部
長　

施
設
の

規
模
、
場
所
、
建
設
物
価
、

人
件
費
、
消
費
税
な
ど
で
大

き
く
変
動
す
る
と
考
え
て
い

る
。
民
間
活
力
の
導
入
を
含

め
た
整
備
手
法
の
検
討
と
合

わ
せ
て
、
今
後
、
全
体
の
事

業
費
を
試
算
し
て
い
き
た
い
。

ホ
ー
ム
入
所
状
況
な
ど
の
推

計
を
し
っ
か
り
行
い
、
国
の

数
値
も
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　

問　

平
成
30
年
度
の
都
道

府
県
単
位
化
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
厚
木
市
独
自
で
行
っ

て
き
た
保
険
料
の
設
定
や
減

免
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

問　

65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
認
知
症
患
者
数
は
４
６
２

万
人
で
、
65
歳
以
上
の
７
人

に
１
人
だ
が
、
２
０
２
５
年

に
は
７
０
０
万
人
で
、
５
人

に
１
人
と
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
施
設
が
あ
っ
て
も
利
用

料
が
高
く
、
入
れ
な
い
人
が

い
る
。
地
域
で
支
え
切
れ
な

い
、
在
宅
で
も
難
し
い
現
実

を
反
映
さ
せ
た
次
期
厚
木
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

答
　
福
祉
部
長　

認
知
症

が
あ
る
程
度
以
上
に
な
る
と

な
か
な
か
地
域
で
は
支
え
き

れ
な
い
。
そ
う
い
う
方
た
ち

の
認
知
症
の
重
度
区
分
に
応

じ
て
の
推
計
や
、
一
人
暮
ら

し
の
推
計
、
特
別
養
護
老
人

的
な
考
え
方
を
ま
と
め
る
。

　

問　

検
討
組
織
の
構
成
は
。

　

答
　
政
策
部
長　
専
門
家
、

関
係
団
体
、
公
募
市
民
で
構

成
す
る
。
ま
た
、
庁
内
の
検

討
組
織
は
部
長
職
、課
長
職
、

担
当
者
の
３
層
構
造
と
し
、

今
年
度
中
に
基
本
的
な
考
え

方
を
ま
と
め
て
い
く
。

　

問　

提
言
で
は
、
国
や
県

の
施
設
と
の
合
築
が
必
要
と

し
て
い
る
。協
議
の
状
況
は
。

　

答
　
政
策
部
長　

国
、
県

の
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
協

議
を
行
っ
て
お
り
、
複
合
化

　

問　

厚
木
市
公
共
施
設
最

適
化
検
討
委
員
会
の
庁
舎
再

編
に
関
す
る
提
言
書
が
提
出

さ
れ
た
。
提
言
で
は
、
中
町

第
２
―

２
地
区
が
市
役
所
の

建
て
替
え
候
補
地
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
整
備

予
定
の
複
合
施
設
に
市
庁
舎

や
国
、
県
の
施
設
が
入
る
か

否
か
で
施
設
の
在
り
方
に
影

響
が
出
る
が
、
見
解
は
。

　

答
　
市
長　

検
討
組
織
を

設
置
し
、
庁
内
で
も
引
き
続

き
検
討
す
る
。
広
く
市
民
や

議
会
の
意
見
を
伺
い
、
基
本

小
中
学
校
で
の
集
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
を
進
め
る
考
え
は

民
進
党
　
望
月
　
真
実 

議
員

保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の

取
り
組
み
は

無
会
派
　
山
本
　
智
子 

議
員

厚
木
市
国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
の
成
果
は

公
明
党
　
寺
岡
　
ま
ゆ
み 

議
員

次
期
厚
木
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
の
立
て
方
は

日
本
共
産
党
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共

施
設
に
つ
い
て
の
考
え
方
は

日
本
共
産
党
　
釘
丸
　
久
子 

議
員

　

答
　
市
長　

被
保
険
者
へ

の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、

遅
滞
な
く
準
備
を
進
め
る
。

　

問　

現
在
、
厚
木
市
の
保

険
料
は
神
奈
川
県
が
試
算
し

た
も
の
よ
り
も
か
な
り
低
い

が
、
ど
の
よ
う
に
解
消
し
て

い
く
の
か
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

試

算
し
な
け
れ
ば
保
険
料
が
ど

の
く
ら
い
に
な
る
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
厚
木
市
と
し
て

は
、
同
じ
く
ら
い
の
保
険
料

に
な
る
よ
う
に
対
応
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
、
非
現

金
を
利
用
す
る
方
が
増
え
て

い
る
。
支
払
い
に
導
入
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

現

金
を
子
ど
も
が
持
ち
歩
い
て

学
校
に
届
け
る
こ
と
を
回
避

す
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
が
活

用
で
き
れ
ば
と
い
う
考
え
も

な
く
は
な
い
。
長
期
的
な
視

野
で
新
た
な
集
金
方
法
に
つ

　

問　

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

認
可
保
育
所
に
つ
い
て
は
待

機
児
童
の
多
い
地
区
を
対
象

に
、
小
規
模
保
育
施
設
に
つ

い
て
は
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
児

の
待
機
児
童
が
多
い
市
内
全

域
を
対
象
に
、
整
備
を
進
め

て
い
く
。
お
お
む
ね
の
積
算

で
、
今
年
度
中
に
は
２
０
０

人
を
超
え
る
定
員
増
を
見
込

め
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　

問　

今
後
の
入
所
希
望
者

数
の
増
加
は
ど
の
程
度
か
。

　
答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

お
お
む
ね
で
５
０
０
人
か
ら

１
千
人
で
推
移
す
る
と
考
え

て
い
る
。

　

問　

小
規
模
保
育
施
設
を

活
用
す
る
こ
と
の
課
題
は
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

保
育
の
質
が
低
下
し
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
今
ま
で
の
厚

木
市
の
安
心
な
保
育
所
を
目

指
す
。

●
あ
つ
ぎ
こ
ど
も
の
森
公
園

　

問　

子
ど
も
た
ち
の
入
る

場
所
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

危
機
管
理
体
制
を
取
っ
て
い

る
か
。

　

答
　
都
市
整
備
部
長　

開

園
前
、
午
前
10
時
、
午
後
２

時
、
閉
園
前
の
４
回
、
園
内

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
ほ
か
、

常
時
救
命
講
習
受
講
者
を
配

置
し
、
応
急
手
当
て
が
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

問　

今
後
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
よ
る
管
理
委
託
に
向
け
て

の
進
め
方
は
。

　

答
　
都
市
整
備
部
長　

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
意
見
交

換
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も

に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
に

向
け
て
協
力
し
て
い
く
。

ホームページの
議会情報
　厚木市議会では、より開かれた議
会を目指し情報発信に努めており、
ホームページで次の情報がご覧にな
れます。
◆インターネット議会中継
本会議・常任委員会・特別委員会な
どの生中継と録画中継
◆会議録（本会議・常任委員会など）
委員会の会議録を掲載するまでの
間、委員長報告を掲載しています。
◆市議会だより
◆その他
議員名簿、 議会
データ、一般質
問通告一覧、子
どものページ、
議長交際費など。

◆インターネット議会中継
本会議・常任委員会・特別委員会な
どの生中継と録画中継
◆会議録（本会議・常任委員会など）
委員会の会議録を掲載するまでの
間、委員長報告を掲載しています。
◆市議会だより
◆その他
議員名簿、 議会
データ、一般質
問通告一覧、子
どものページ、
議長交際費など。

広
報
広
聴

広
報
広
聴

特
別
委
員
会
か
ら

し
ん
ち
ょ
く

平成29年8月1日あつぎ市議会だより第236号（３）



　　

　

可 決 し た

意見書

　

問　

地
域
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
場
合
、
そ
の
意
を
く

み
取
る
考
え
は
。

　

答　

国
県
道
調
整
担
当
部

長　

地
域
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
で
あ
る
中
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
と
調
整

し
て
い
き
た
い
。

　

問　

高
架
下
利
用
の
可
能

性
は
。

　

答　

許
認
可
担
当
部
長　

都
市
計
画
法
の
関
係
で
は
、

市
街
化
調
整
区
域
の
場
合
は

建
築
物
の
制
限
が
あ
る
。
例

え
ば
、
農
業
用
施
設
、
図
書

館
、
公
民
館
、
公
益
利
用
上

必
要
な
建
築
物
、
沿
道
サ
ー

ビ
ス
施
設
な
ど
は
許
可
の
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
建
築

基
準
法
の
関
係
で
は
、
同
法

第
44
条
に
道
路
内
の
建
築
制

限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
安
全
上
、
防
火
上
、

衛
生
上
に
お
い
て
他
の
建
築

物
の
利
便
を
妨
げ
、
そ
の
他

周
辺
の
環
境
を
害
す
る
恐
れ

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
許
可
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

●
地
震
災
害
対
策　

　

問　

表
層
地
盤
リ
ス
ク
に

対
す
る
対
策
は
。

　

答　

市
長
室
長　

防
災
科

学
技
術
研
究
所
が
、
今
年
の

３
月
末
に
関
東
地
区
の
２
５

０
メ
ー
ト
ル
メ
ッ
シ
ュ
の
地

盤
デ
ー
タ
を
公
表
し
た
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
、
担
当
課

で
共
有
し
て
い
る
。
発
表
の

デ
ー
タ
で
は
、
本
市
は
相
模

川
に
沿
っ
た
地
域
が
、
地
盤

振
幅
率
の
高
い
比
較
的
揺
れ

や
す
い
数
値
で
表
示
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
防
災
マ
ッ
プ

の
更
新
時
に
は
、
表
層
地
盤

の
記
載
を
追
加
項
目
候
補
と

し
て
考
え
て
い
る
。

　

問　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
に
検
診
車
を
配
車

し
、
健
康
診
査
な
ど
が
実
施

で
き
な
い
か
。

　

答　

市
民
健
康
部
長　

前

提
と
し
て
実
施
に
必
要
な
検

診
車
の
確
保
が
で
き
る
か
、

ま
た
、
医
師
会
と
の
協
力
関

係
も
必
要
だ
が
、
可
能
で
あ

れ
ば
研
究
を
進
め
た
い
。

　

問　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
勧
奨
に
つ
い

て
、
最
低
で
も
年
２
回
個
別

通
知
を
出
せ
な
い
か
。

　

答　

市
民
健
康
部
長　

当

初
は
個
別
通
知
を
す
る
が
、

そ
の
後
の
勧
奨
に
は
数
字
の

把
握
が
す
ぐ
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
検
証

し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

●
障
が
い
者
雇
用
対
策　

　

問　

福
祉
と
産
業
振
興
の

担
当
部
署
が
一
緒
の
テ
ー
ブ

ル
に
着
い
て
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

答　

産
業
振
興
部
長　

福

祉
部
と
連
携
し
、
今
後
同
じ

テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
協
議
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

●
特
定
任
期
付
職
員　

　

問　

横
断
的
な
対
応
が
で

き
る
特
定
任
期
付
職
員
の
採

用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

市
長　

多
様
化
、
専

門
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
行

政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
採
用
し
た
い
。

●
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化　

　

問　

本
厚
木
駅
、
愛
甲
石

田
駅
は
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
の

新
東
名
高
速
道
路
の
高
架
下
を

利
活
用
す
る
考
え
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
神
子
　
雅
人 

議
員

災
害
対
応
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

実
施
す
る
考
え
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
髙
田
　
浩 

議
員

庁
舎
建
て
替
え
の
建
設

候
補
地
の
決
定
時
期
は

公
明
党
　
田
上
　
祥
子 

議
員

健
康
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
を
ど
う
推
進
す
る
か

公
明
党
　
川
口
　
仁 

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
に
つ
い
て

検
討
す
る
考
え
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
髙
橋
　
知
己 
議
員

通
学
路
の
安
全
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
田
口
　
孝
男 

議
員

地
域
猫
対
策
へ
の

本
市
の
取
り
組
み
は

公
明
党
　
山
﨑
　
由
枝 

議
員

将
来
都
市
像
に
向
け
た

市
長
在
任
10
年
間
の
成
果
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
渡
辺
　
貞
雄 

議
員

一般質問
主な質問
と答弁

　政府は2016年６月２日に「ニッポン一億総活躍プラン」、「経済財政運営と改革の基本方針2016」、「日本再興戦略2016」に
ついて、閣議決定を行っている中で、最低賃金については年率３％程度をめどとして、名目ＧＤＰの成長率にも配慮しつつ
引き上げていく。これにより、全国加重平均が1,000円となることを目指す。このような最低賃金の引き上げに向けて、中小
企業・小規模事業者の生産性向上等のための支援や取引条件の改善等を図るとしている。
　一方、2017年春闘によれば、賃上げはなされたが伸び率と金額は共に昨年に比べて鈍化している。
　また、今年の特徴点としては、昨年に引き続き中小企業における引き上げ額が大手企業の水準を超えるなど賃金格差の是
正や、物価上昇率がゼロに近い中でも賃金の引き上げがなされたことが挙げられ、社会的な課題に対する賃金の引き上げの
流れは着実に前進している。
　経済の好循環を確かなものにするためには、個人消費の拡大に向け、賃金の引き上げを全ての労働者に適用される最低賃
金にも波及させることが必要である。
　よって、国においては、2017年度の神奈川県最低賃金の諮問・改定に当たり、次の事項について実現されるよう強く要望
する。
１　経済の好循環の実現のため、早期に神奈川県最低賃金の諮問・改定を行うこと。
２　最低賃金引き上げに伴う中小企業・小規模事業者への支援を強化すること。
（１）国として実施している各施策における神奈川県での活用実績等、取り組み成果の見える化を図り、実効性を高めること。
（２）公正な取引関係の確立に向け、為替変動・資材高騰・物価上昇などに伴うコスト増に対し、価格転嫁を阻害する行為

への適切な指導、監視体制の強化を図ること。
３　「働き方改革実現会議」で決定された「働き方改革実行計画」の取り組みと連動させ、さらなる取引条件の改善とともに、
賃金引き上げと労働生産性向上を図ること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成29年６月21日

提出先＝ 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、神奈川労働局長

神奈川県最低賃金改定等に関する意見書

　

市
民
生
活
に
重
要
な
こ
と
で

も
、
そ
れ
が
国
や
県
の
仕
事
で

あ
る
場
合
な
ど
、
市
の
力
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
市
議
会

で
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

基
づ
き
、
意
見
書
を
国
会
ま
た

は
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
、
議

会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
し
ま

す
。

　
６
月
定
例
会
議
で
可
決
し
た

意
見
書
は
次
の
１
件
で
す
。

　

地
方
自
治
法
や
厚
木
市
議
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
議

員
の
調
査
研
究
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と

し
て
、
各
会
派
な
ど
に
対
し
て
所
属
議
員

１
人
当
た
り
月
６
万
円
の
政
務
活
動
費

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
各
会
派
な
ど

の
支
出
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※会派表記、正式名称、所属議員（　　は代表者）【交付時の議員数を掲載。交付は４月（上半期分）と10月（下半期分）の年２回】
みらい…あつぎみらい：神子雅人、髙橋豊、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、松本樹影、難波達哉、越智一久、沼田幸一、松田則康　
新政…新政あつぎ：石井芳隆、髙橋知己、田口孝男、新川勉、新井啓司、井上敏夫　公明党…公明党：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、
山﨑由枝、田上祥子　共産党…日本共産党厚木市議員団：釘丸久子、栗山香代子　改革…改革あつぎ：髙田浩、井上武　
民進党…民進党：望月真実、名切文梨　無会派Ａ…無会派：奈良握　無会派Ｂ…無会派：山本智子
※会派略称は平成29年３月１日現在　※交付額は、月の初日に各会派に所属する議員１人当たり月６万円を乗じた額で算出
※平成28年度の政務活動費収支報告書などは、本庁舎１階の市政情報コーナーで公表しています。

会派略称
（所属議員数）
交　付　額

残額（返戻額）

支　

出　

額

調 査 研 究 費

研 修 費

広 報 費

広 聴 費

要請陳情活動費

会 議 費

資 料 作 成 費 

資 料 購 入 費

人 件 費

事 務 所 費

合 　 　 計

6,480,000

1,416,648

1,016,356

2,334,960

598,407

0

0

183,822

621,870

0

218,700

6,390,763

89,237

4,320,000

308,007

475,212

471,636

286,558

0

0

108,707

580,486

0

0

2,230,606

2,089,394

3,600,000

569,282

986,998

249,200

384,707

0

0

142,312

511,542

0

73,407

2,917,448

682,552

1,440,000

7,298

301,098

723,893

91,657

0

0

0

254,081

0

67,046

1,445,073

0

1,440,000

0

645,038

638,334

67,926

0

0

69,041

55,145

0

0

1,475,484

0

1,440,000

51,199

45,544

804,276

92,727

0

0

91,191

35,406

0

165,000

1,285,343

154,657

720,000

0

56,092

413,676

0

0

0

109,368

164,312

0

0

743,448

0

720,000

200,000

92,870

17,652

6,352

0

0

14,152

40,450

0

319,000

690,476

29,524

みらい
（９人）

新　政
（６人）

公明党
（５人）

共産党
（２人）

改　革
（２人）

民進党
（２人）

無会派Ａ
（１人）

無会派Ｂ
（１人）

（
単
位
：
円
）

政 務 活 動 費 会 計 報 告

対
象
に
な
る
か
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

国
土
交
通
省
は
１
日
当

た
り
の
乗
降
客
数
10
万
人
以

上
の
駅
に
設
置
す
る
方
針
で
、

本
厚
木
駅
は
対
象
に
な
っ
て

い
る
。

　

問　

子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
と
犯
罪
の
未
然
防
止
を

図
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

教
育
長　

学
童
通
学

誘
導
員
の
配
置
や
防
犯
ブ

ザ
ー
の
配
布
の
ほ
か
、
厚
木

市
通
学
路
の
安
全
対
策
協
議

会
を
設
置
し
、
市
長
部
局
や

厚
木
警
察
署
、
厚
木
土
木
事

務
所
と
と
も
に
、
小
中
学
校

か
ら
の
安
全
整
備
要
望
に
基

づ
き
、
路
面
標
示
や
路
側
帯

の
設
置
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
。

●
見
守
り
活
動
中
の
事
故
な

ど
へ
の
補
償
制
度　

　

問　

ど
の
よ
う
な
制
度
で

対
応
し
て
い
る
か
。

　

答　

協
働
安
全
部
長　

厚

木
市
市
民
活
動
補
償
制
度
に

よ
り
、
地
域
の
防
犯
活
動
や

交
通
安
全
活
動
な
ど
の
中
で
、

傷
害
事
故
な
ど
に
遭
っ
た
場

合
に
補
償
を
行
っ
て
い
く
。

　

問　

事
前
の
届
け
出
や
登

録
の
必
要
は
あ
る
の
か
。

　

答　

協
働
安
全
部
長　

必

要
は
な
い
。

　

問　

賠
償
責
任
な
ど
に
も

対
応
し
て
い
る
の
か
。

　

答　

協
働
安
全
部
長　

補

償
の
対
象
と
な
る
。

●
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置　

　

問　

現
在
の
状
況
と
今
後

の
予
定
は
。

　

答　

協
働
安
全
部
長　

平

成
29
年
度
か
ら
31
年
度
の
３

カ
年
に
か
け
て
、
小
中
学
校

全
36
校
に
設
置
し
て
い
く
計

画
で
、各
学
校
か
ら
の
意
見
、

厚
木
警
察
署
と
の
協
議
や
見

守
り
シ
ス
テ
ム
設
置
検
討
委

員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
た
上

で
、
調
整
を
進
め
て
い
く
。

　

問　

市
民
の
期
待
は
、
交

通
利
便
性
の
向
上
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

の
運
行
で
あ
る
が
、（
仮
称
）

総
合
都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
に
向
け
て
、
検

討
す
る
考
え
は
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

今
後
の
超
高
齢
社
会
を

考
え
た
場
合
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
の
役
割
は
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
持
続
可
能
な
も
の
と

す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ま

と
十
分
議
論
し
て
い
く
。

●
人
口
減
少
に
伴
う
公
共
交

通
の
仕
組
み
づ
く
り　

　

問　

持
続
可
能
に
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
考

え
は
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

基
幹
的
バ
ス
路
線
は
Ｂ

Ｒ
Ｔ（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス

テ
ム
）
的
な
も
の
が
理
想
で

あ
る
。
こ
う
し
た
幹
線
と
、

支
線
の
よ
う
な
バ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
、
人
口
が
減
少
す
る
中

で
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ど
う
し
て
い
く
か
は
今
後
の

大
き
な
検
討
課
題
と
考
え
て

い
る
。

●
愛
甲
石
田
駅
の
通
勤
環
境
改
善

　

問　

来
年
３
月
が
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
。
通
勤
時
間
帯
の

本
厚
木
駅
止
ま
り
を
見
直
し
、

愛
甲
石
田
駅
の
停
車
本
数
増

を
働
き
掛
け
た
ら
ど
う
か
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

市
か
ら
は
か
な
り
前
か

ら
要
望
し
て
い
る
。
今
年
度

末
に
大
幅
な
ダ
イ
ヤ
改
正
の

予
定
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、

こ
の
機
会
を
捉
え
積
極
的
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

問　

総
合
計
画
の
第
２
期

基
本
計
画
が
総
仕
上
げ
の
年

度
で
あ
る
が
、
達
成
感
は
。

　

答　

市
長　

順
調
に
進
捗

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い

都
市
基
盤
整
備
を
は
じ
め
、

地
方
創
生
の
推
進
や
地
域
包

括
ケ
ア
社
会
の
実
現
、安
心
・

安
全
の
推
進
な
ど
を
重
点
項

目
に
、
あ
つ
ぎ
元
気
プ
ラ
ン

の
総
仕
上
げ
と
な
る
第
４
期

実
施
計
画
を
策
定
し
、
将
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
。

●
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン　

　

問　

小
田
急
多
摩
線
の
延

伸
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

次
期
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
本
市
に
延
伸
す
る
強

い
意
志
を
示
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

空
き
家
対
策
の
施
策

を
載
せ
ら
れ
な
い
か
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
都
市
全
体
の
課
題
で
あ

り
、
取
り
組
み
内
容
を
し
っ

か
り
位
置
付
け
て
い
き
た
い
。

　

問　

地
域
包
括
ケ
ア
社
会

の
取
り
組
み
を
位
置
付
け
る

こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

き
ち
ん
と
位
置
付
け
を
し
て

い
き
た
い
。

●
都
市
計
画
道
路
の
整
備　

　

問　

厚
木
秦
野
道
路
の
ア

ク
セ
ス
に
不
可
欠
な
３
路
線

の
整
備
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

答　

道
路
部
長　

厚
木
環

状
３
号
線
、
尼
寺
原
幹
線
、

船
子
飯
山
線
の
整
備
を
厚
木

秦
野
道
路
の
計
画
に
遅
れ
る

こ
と
な
く
進
め
て
い
く
。

　

問　

地
域
猫
に
関
す
る
現

状
は
。
ま
た
、
そ
の
取
り
組

み
は
。

　

答　

市
長　

一
定
の
ル
ー

ル
の
下
で
適
切
に
管
理
さ
れ

た
地
域
猫
が
共
生
す
る
こ
と

は
、
野
良
猫
を
少
な
く
す
る

上
で
効
果
的
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
地
域
猫
と
し

て
管
理
し
て
い
る
事
例
は
把

握
し
て
い
な
い
。
人
と
猫
が

共
生
し
て
い
く
た
め
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

今

年
度
、
講
演
会
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

　

問　

不
妊
、
去
勢
に
対
す

る
手
術
費
助
成
の
拡
充
の
考

え
は
。

　

答　

市
長　

平
成
28
年
度

か
ら
は
対
象
範
囲
を
広
げ
、

支
給
額
を
増
額
し
て
い
る
。

●
学
生
・
若
者
の
定
住
促
進

　

問　

学
生
へ
の
家
賃
補
助

は
ど
う
か
。

　

答　

政
策
部
長　

大
学
生

の
市
内
企
業
へ
の
就
職
を
促

進
し
、
定
住
に
つ
な
げ
る
こ

と
に
取
り
組
む
考
え
で
い
る

た
め
、
家
賃
補
助
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
後
も
厚
木
市

大
学
連
携
・
協
働
協
議
会
に

お
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。

　

問　

若
者
へ
条
件
付
き
で

奨
学
金
返
還
に
対
す
る
補
助

制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

答　

政
策
部
長　

現
在
、

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
骨

太
の
方
針
の
素
案
や
ニ
ッ
ポ

ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
に
お

い
て
、
無
利
子
奨
学
金
の
充

実
や
給
付
型
奨
学
金
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
今

後
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

　

問　

国
、
神
奈
川
県
と
の

施
設
の
複
合
化
を
調
整
す
る

た
め
に
は
、
候
補
地
の
早
期

決
定
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　

答　

政
策
部
長　

場
所
の

選
定
が
非
常
に
大
事
で
あ
り
、

一
番
最
初
に
決
定
し
な
け
れ

ば
先
に
進
ま
な
い
と
考
え
て

い
る
。
場
所
の
検
討
を
で
き

る
限
り
優
先
的
に
進
め
て
、

年
度
の
途
中
で
も
方
向
性
が

決
定
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
決
定
の
際
は
情
報
提
供

も
し
て
い
き
た
い
。

●
中
町
第
２
ー
２
地
区
整
備

　

問　

多
世
代
が
交
流
で
き

る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
、
木

の
ぬ
く
も
り
を
通
し
た
子
育

て
環
境
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
提

案
す
る
が
ど
う
か
。

　

答　

こ
ど
も
未
来
部
長　

平
成
25
年
に
東
京
お
も
ち
ゃ

美
術
館
を
視
察
し
た
経
緯
が

あ
る
。
杉
や
ヒ
ノ
キ
の
香
り

な
ど
が
し
た
教
室
に
す
ご
く

ほ
っ
と
し
、
音
も
静
か
と
感

じ
た
。
林
野
庁
な
ど
の
研
究

結
果
で
も
、
吸
湿
性
や
適
度

　

問　

職
員
が
大
規
模
な
地

震
を
想
定
し
て
、
災
害
対
応

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
い
、
避

難
所
で
直
面
し
た
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
の
解
決
策
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
す
る
方
法
が
あ

る
。
現
実
的
な
方
法
で
あ
る

た
め
、
各
地
域
や
学
校
で
も

実
施
を
促
し
て
は
い
か
が
か
。

　

答　

市
長
室
長　

よ
り
実

践
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
な
る
か
と
思
う
が
、
い
ろ

い
ろ
な
方
法
が
あ
る
の
で
、

カ
ー
ド
に
よ
る
方
法
も
含
め

て
、
現
実
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
な
形

で
は
、
訓
練
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。

●
地
震
発
生
時
の
職
員
参
集
想
定

　

問　

震
度
７
の
地
震
が
発

生
し
た
時
に
、
厚
木
市
地
域

防
災
計
画
で
は
、
何
割
の
職

員
が
何
時
間
以
内
に
市
役
所

な
ど
に
来
る
前
提
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

答　

市
長
室
長　

地
震
の

規
模
だ
け
で
は
な
く
、
道
路

や
橋
の
被
害
状
況
な
ど
も
あ

る
た
め
、
発
災
後
３
時
間
以

内
に
64
％
の
約
９
５
０
人
、

ま
た
そ
れ
以
降
、
６
時
間
以

内
に
は
82
％
の
１
２
０
０
人

が
参
集
で
き
る
も
の
と
想
定

し
て
い
る
。

●
地
区
防
災
計
画

　

問　

地
域
防
災
計
画
で
は

な
く
地
区
防
災
計
画
と
い
う

新
し
い
概
念
が
あ
る
。
既
に

厚
木
市
地
域
防
災
計
画
に

載
っ
て
い
る
が
、
い
つ
ご
ろ

か
ら
整
え
る
の
か
。

　

答　

市
長
室
長　

平
成
27

年
の
見
直
し
の
時
に
位
置
付

け
を
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
考
え
、
今
後
計
画
づ
く
り

を
進
め
る
。

に
音
を
吸
収
す
る
効
果
が
あ

り
、
癒
や
し
の
ほ
か
に
も
環

境
面
に
も
良
い
効
果
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
施
設
整
備
の

参
考
に
し
た
。

　

問　

木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

誘
致
す
る
考
え
は
。

　

答　

こ
ど
も
未
来
部
長　

木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
木
育

の
普
及
を
図
る
た
め
に
全
国

を
回
っ
て
お
り
、
室
内
と
野

外
を
問
わ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な

会
場
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て

で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ

れ
は
将
来
の
施
設
と
い
う
よ

り
も
、
今
の
施
設
の
中
で
も

実
施
の
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
研
究
し
て
い
き

た
い
。

し
ん
ち
ょ
く

平成29年8月1日第236号 （４）（５） あつぎ市議会だより
　　　　　　　　　　　　　　

建設が進む新東名高速道路。海老名南ジャンクションから厚木南
インターチェンジまでは、平成29年度中に開通予定



ま
た
、
間
伐
材
が
放
置
さ
れ

て
い
る
問
題
が
あ
り
、
有
効

利
用
に
向
け
て
作
業
道
の
整

備
を
積
極
的
に
進
め
た
い
。

　

問　

水
産
振
興
も
踏
ま
え

た
森
林
整
備
の
見
解
は
。

　

答
　
鳥
井
理
事　

森
林
と

河
川
と
海
は
相
互
関
係
を
持

ち
な
が
ら
多
面
的
機
能
を
発

揮
し
て
い
る
。
森
林
だ
け
で

な
く
、
河
川
や
海
へ
も
視
野

を
広
げ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

●
中
学
校
の
部
活
動

　

問　
（
仮
称
）
部
活
動
の

在
り
方
検
討
委
員
会
設
置
に

つ
い
て
の
検
討
は
。

　

答
　
教
育
長　

本
年
９
月

に
は
、
部
活
動
の
適
切
な
在

り
方
を
検
討
す
る
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
計
画
で
あ
る
。

　

問　

部
活
動
の
設
置
基
準

は
。

　

答
　
教
育
長　

学
習
指
導

要
領
に
基
づ
き
、
各
学
校
が

実
態
に
応
じ
設
置
し
て
い
る
。

　

問　

外
部
指
導
員
登
用
の

現
状
は
。

　

答
　
教
育
長　

平
成
28
年

度
は
延
べ
82
人
の
指
導
協
力

者
を
派
遣
し
て
お
り
、
今
年

度
も
全
て
の
中
学
校
の
要
望

に
応
じ
派
遣
し
て
い
る
。

　

問　

本
市
の
森
林
の
現
状

と
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　

答
　
鳥
井
理
事　

本
市
の

森
林
は
、
約
２
６
０
０
㌶
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
約
４
３

０
㌶
を
整
備
し
、
今
後
は
元

気
な
森
づ
く
り
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
５
年
間
で
約
４
２

０
㌶
の
整
備
を
予
定
し
て
い

る
。

　

問　

森
林
整
備
の
課
題
は
。

　

答
　
鳥
井
理
事　

林
齢
の

高
齢
化
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

吸
収
量
の
減
少
、
林
業
就
業

者
の
減
少
や
高
齢
化
が
あ
る
。

も
あ
る
。
今
後
は
、
農
業
協

同
組
合
な
ど
に
も
協
力
を
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
制
度
を
普

及
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

●
障
害
に
よ
る
差
別
の
解
消

　

問　

差
別
解
消
に
お
け
る

一
番
の
障
壁
は
何
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
か
。

　

答
　
福
祉
部
長　

人
は
自

分
の
理
解
の
及
ば
な
い
も
の

に
対
し
て
、
自
分
と
は
違
う

と
い
う
こ
と
に
と
ら
わ
れ
が

ち
で
、
そ
こ
に
差
別
が
生
ま

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
感

じ
て
い
る
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ

違
う
も
の
で
あ
り
、
人
格
を

尊
重
し
た
上
で
、
そ
の
違
い

を
個
性
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う

な
社
会
の
実
現
こ
そ
が
、
真

の
地
域
包
括
ケ
ア
社
会
だ
と

思
う
。そ
の
実
現
に
向
け
て
、

障
害
お
よ
び
障
が
い
者
へ
の

理
解
の
推
進
に
こ
れ
か
ら
も

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

問　

道
路
交
通
法
改
正
に

伴
う
、
安
全
で
快
適
な
自
転

車
利
用
環
境
創
出
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
改
定
を
踏
ま
え
て
の

取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

市
内
全
域
を

対
象
と
し
た
自
転
車
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て
計
画

を
策
定
し
、
安
全
で
快
適
な

自
転
車
利
用
環
境
の
創
出
を

図
っ
て
い
く
。

●
多
面
的
機
能
を
有
す
る
農
地

　

問　

防
災
協
力
農
地
の
制

度
化
に
向
け
て
の
進
捗
は
。

　

答
　
鳥
井
理
事　

関
係
機

関
や
関
係
部
局
と
と
も
に
検

討
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
、

制
度
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

既
に
防
災
協
力
農
地
と
し
て
、

登
録
し
て
い
た
だ
い
た
農
地

公
共
施
設
が
あ
る
場
合
、
避

難
で
き
る
か
。

　

答
　
市
長
室
長　

実
際
に

大
き
な
災
害
が
起
き
た
と
き

に
避
難
生
活
を
送
る
場
所
と

し
て
は
、
市
内
に
48
カ
所
あ

る
指
定
避
難
所
が
最
も
有
効

な
場
所
で
あ
る
。
地
域
防
災

計
画
で
避
難
所
を
指
定
す
る

意
味
は
、安
否
確
認
や
食
料
、

物
資
の
供
給
体
制
を
十
分
に

機
能
さ
せ
る
た
め
に
あ
る
。

風
水
害
で
早
期
に
避
難
さ
れ

る
際
に
は
、
公
民
館
な
ど
緊

急
避
難
場
所
に
身
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

　

問　
（
仮
称
）
あ
つ
ぎ
郷

土
資
料
館
に
公
文
書
館
の
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

　

答
　
社
会
教
育
部
長　

社

会
教
育
施
設
で
あ
る
こ
と
や
、

規
模
の
面
な
ど
か
ら
難
し
い
。

た
だ
し
、
文
化
財
保
護
課
で

引
き
継
い
だ
文
書
は
整
理
・

保
管
を
行
っ
て
お
り
、
活
用

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
指
定
避
難
所
以
外
の
公
共

施
設
へ
の
避
難

　

問　

災
害
時
に
地
域
に
指

定
避
難
所
は
あ
る
が
、
距
離

が
あ
る
な
ど
、
高
齢
者
や
足

の
悪
い
方
が
そ
こ
ま
で
歩
く

の
が
大
変
な
場
合
が
あ
る
。

近
く
に
指
定
避
難
所
以
外
の

　

問　

公
文
書
館
を
整
備
し

て
い
る
市
な
ど
も
あ
る
が
、

歴
史
的
文
書
の
保
存
、
活
用

に
公
文
書
館
を
造
る
考
え
は

あ
る
か
。

　

答
　
総
務
部
長　

施
設
整

備
の
ほ
か
、
専
門
職
の
配
置

が
必
要
で
あ
り
、
コ
ス
ト
面

な
ど
の
問
題
か
ら
規
模
の
大

き
い
自
治
体
以
外
で
は
余
り

て
い
る
。

●
有
機
農
業
の
推
進

　

問　

本
年
度
策
定
す
る
都

市
農
業
振
興
計
画
で
は
、
有

機
農
業
の
普
及
啓
発
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け

で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

答
　
鳥
井
理
事　

有
機
農

業
の
重
要
性
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。
有
機
農
法
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
農
業
者
が

取
り
組
み
や
す
い
栽
培
技
術

の
確
立
、
農
業
者
へ
の
普
及

指
導
の
強
化
と
支
援
、
消
費

者
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て

い
く
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な

る
た
め
、
策
定
作
業
の
中
で

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

八

菅
山
を
含
む
エ
リ
ア
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
丹
沢
大

山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中

の
事
業
で
宣
伝
な
ど
に
努
め

る
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
問
診

　

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
問

診
や
遠
隔
診
療
に
つ
い
て
強

い
要
望
が
あ
る
が
、見
解
は
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

国

に
お
い
て
推
進
が
検
討
さ
れ

て
い
る
た
め
、
今
後
、
医
療

分
野
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が

拡
大
し
て
い
く
も
の
と
考
え

　

問　

鳶
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
や
鳶
尾
山
に
連
な
る

愛
川
町
の
八
菅
山
、
飯
山
温

泉
な
ど
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
数

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
愛

川
町
と
の
さ
ら
な
る
連
携
に

取
り
組
み
、
有
用
な
観
光
資

源
を
市
内
外
に
発
信
し
て
ほ

し
い
。
今
後
の
展
望
は
。

　

答
　
市
長　

今
後
は
市
内

他
地
区
や
愛
川
町
と
の
連
携

を
深
め
、
相
互
の
観
光
資
源

を
結
び
、
回
遊
性
を
高
め
た

観
光
振
興
を
図
る
。

き
る
が
、
現
状
と
し
て
学
校

が
夏
季
休
業
中
で
あ
れ
ば
、

完
全
休
業
し
な
く
て
も
教
職

員
が
交
替
で
年
休
を
取
る
こ

と
が
可
能
で
、
完
全
休
業
ま

で
の
必
要
性
が
あ
る
か
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
職
務
内
容
の
拡
大

　

問　

水
泳
指
導
の
際
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
監
視
業
務

に
派
遣
で
き
な
い
か
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

監

視
の
目
を
増
や
す
と
い
う
補

助
的
な
役
割
と
し
て
の
実
施

は
可
能
で
あ
る
が
、
契
約
や

法
的
な
面
か
ら
の
確
認
を
行

う
と
と
も
に
、
他
の
手
だ
て

も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

●（
仮
称
）
あ
つ
ぎ
郷
土
資

料
館
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン

　

問　

一
番
の
売
り
は
。

　

答
　
社
会
教
育
部
長　

新

た
な
施
設
で
は
、
他
の
博
物

館
な
ど
か
ら
資
料
を
借
用
で

き
る
よ
う
、
展
示
ケ
ー
ス
の

一
部
を
気
密
性
の
高
い
、
湿

度
を
一
定
に
保
て
る
高
機
能

空
調
機
器
で
あ
る
エ
ア
タ
イ

ト
型
ケ
ー
ス
を
導
入
す
る
。

文
化
庁
な
ど
の
助
言
の
結
果
、

こ
う
し
た
展
示
ケ
ー
ス
を
導

入
し
て
何
年
か
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
将

来
、
国
の
重
要
文
化
財
な
ど

を
展
示
で
き
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
る
。

　

問　

お
盆
の
前
後
１
週
間

を
目
安
に
、
研
修
な
ど
の
公

務
出
張
を
入
れ
な
い
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
経
過

が
あ
る
が
、
そ
の
延
長
線
上

と
し
て
小
中
学
校
の
完
全
休

業
は
で
き
な
い
か
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

教

職
員
が
年
休
を
一
段
と
取
り

や
す
く
な
る
状
況
は
理
解
で

安
心
安
全
な
自
転
車
利
用
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は

公
明
党
　
遠
藤
　
浩
一 

議
員

病 院 特 別 委 員 会
　６月定例会議終了後、厚木市立病院特別委員会が開かれ、
執行機関から、厚木市立病院の整備状況などについて説明
がありました。説明後の委員の主な質疑と執行機関の答弁
を紹介します。
問　全ての工事が終わった後、第２・第３駐車場と臨時駐
車場はどうなるのか。

答　臨時駐車場は、神奈川県の土地を借りている状況であ
り、工事が全て終わった段階で返却する予定である。

　　また、第２・第３駐車場は、病院が所有している部分
と一部借用している部分がある。病院の所有部分は使用
するが、借用している部分は患者や車の状況により、検
討していこうかと考えている。

問　インシデント・アクシデントの件数が、平成27年度か
ら28年度にかけて大きく減っているが、検査の項目だけ
一つ増えている。要因を把握しているか。

答　件数は、27年度の1,519件から28年度の1,161件と、だ
いぶ減っている。当初は新病院になり、施設の環境がだ
いぶ変わるので、増えるのではないかと想定していたが、
逆に職員がそういったリスクを感じ取る機会になり、そ
ういう部分を配慮してきたことで、全体的に件数が減少
したのではないかと考える。増えた部分については、検
査科で以前は身体に影響がないものを入れていなかった
が、入れる取り組みをしたことで増えた。

厚
木
市
の
森
林
整
備
に
つ
い
て

現
状
と
今
後
の
方
向
性
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
瀧
口
　
慎
太
郎 

議
員

夏
季
休
業
中
の
お
盆
時
期
に

小
中
学
校
の
完
全
休
業
は
で
き
な
い
か

新
政
あ
つ
ぎ
　
新
井
　
啓
司 

議
員

荻
野
地
区
の
観
光
資
源
の

今
後
の
展
望
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
松
本
　
樹
影 

議
員

公
文
書
館
を
整
備
す
る

考
え
は
あ
る
か

改
革
あ
つ
ぎ
　
井
上
　
武 

議
員

一般質問一般質問
主な質問
と答弁

平成29年8月1日 あつぎ市議会だより 第236号 （６）

し
ん
ち
ょ
く



会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
議

会
に
お
け
る
広
報
活
動
お
よ

び
広
聴
活
動
を
同
時
に
行
え

る
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
今

後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
今
後

の
議
会
に
お
け
る
広
報
広
聴

活
動
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向

け
、
継
続
し
て
調
査
研
究
に

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、次
の
諸
課
題
を
付
し
て
、

中
間
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
平
成

27
年
８
月
７
日
の
設
置
以
降
、

付
議
事
件
で
あ
り
ま
す
「
議

会
の
広
報
広
聴
活
動
の
推
進

の
た
め
の
調
査
研
究
」
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
行
政
視
察

を
含
め
14
回
の
委
員
会
を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
あ
つ
ぎ
市
議
会

だ
よ
り
の
編
集
や
議
会
報
告

会
の
運
営
方
法
の
検
討
・
協

議
を
行
い
、
議
会
の
広
報
広

聴
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

あ
つ
ぎ
市
議
会
だ
よ
り
で

は
、
定
例
会
議
な
ど
の
内
容

を
中
心
に
編
集
を
行
い
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
議
会
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
作
成
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
議
会
改

革
の
一
環
と
し
て
、
24
年
５

月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
現
体
制
で
は
４
回
開
催

し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
会
場
と
な
っ
た
地

域
の
話
題
や
テ
ー
マ
を
設
け

た
意
見
交
換
な
ど
を
実
施
し

て
き
た
ほ
か
、
第
８
回
か
ら

は
団
体
を
対
象
と
し
て
、
意

見
交
換
に
重
点
を
置
い
た
報

告
会
も
開
催
す
る
な
ど
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
、改
善
と
工

夫
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
第
１
回
か
ら
延
べ
34
会

場
に
市
民
の
皆
さ
ま
な
ど
、

１
２
６
６
人
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
開
か
れ
た
議

会
の
推
進
に
寄
与
で
き
た
も

の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
議

　

問　

調
査
に
よ
る
工
事
へ

の
影
響
は
。

　

答　

今
年
度
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
後

に
地
盤
調
査
や
基
本
設
計
、

実
施
設
計
と
並
行
し
て
、
埋

蔵
文
化
財
の
本
調
査
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

工
期
に
つ
い
て
は
、
約
６
カ

月
を
予
定
し
て
お
り
、
工
事

へ
の
大
き
な
影
響
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

問　

埋
蔵
文
化
財
の
分
布

図
を
活
用
し
、
本
来
は
埋
蔵

文
化
財
を
外
し
た
土
地
を
選

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
」
を
国

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願

　

問　

市
内
で
の
青
色
申
告

者
と
白
色
申
告
者
の
数
は
。

　

答　
平
成
29
年
度
課
税
資

料
の
数
字
で
は
、
青
色
申
告

者
９
５
９
０
人
、
白
色
申
告

者
４
７
９
１
人
で
合
計
１
万
４

３
８
１
人
で
あ
る
。
青
色
申

告
者
の
占
め
る
割
合
は
66
・

７
％
で
約
３
分
の
２
で
あ
る
。

○
平
成
29
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　
（
仮
称
）
金
田
老
人

憩
の
家
・
児
童
館
複
合
施
設

の
建
設
予
定
地
に
お
け
る
埋

蔵
文
化
財
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
発
掘
さ
れ
た
の
か
。

　

答　

２
カ
所
で
試
掘
調
査

し
た
結
果
、
奈
良
・
平
安
時

代
の
住
居
址
や
土
器
な
ど
が

発
掘
さ
れ
、
本
調
査
と
な
っ

た
。

　

答　

今
回
の
複
合
施
設
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が
不
足

し
て
い
る
金
田
地
区
南
部
の

中
央
に
位
置
し
、
公
園
と
一

体
と
な
っ
た
運
営
が
で
き
る

用
地
を
選
定
し
た
。

○
平
成
29
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

合
併
処
理
浄
化
槽
普

及
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
増

額
に
よ
り
設
置
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、

何
が
ど
の
よ
う
に
軽
減
さ
れ

る
の
か
。

　

答　

水
源
環
境
保
全
税
を

基
に
、
補
助
金
額
を
５
人
槽

で
45
万
円
か
ら
89
万
９
千
円

に
、
７
人
槽
で
61
万
円
か
ら

１
１
７
万
円
に
、
10
人
槽
で

66
万
円
か
ら
１
３
７
万
円
に

増
額
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
本
体
工
事
の
み
を
対
象
と

し
て
い
た
が
、
付
帯
工
事
の

個
人
負
担
相
当
額
の
２
分
の

１
も
補
助
対
象
と
な
り
、
自

己
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

総
務
企
画

市
民
福
祉

環
境
教
育

都
市
経
済

　

問　

何
戸
分
を
予
定
し
て

い
る
か
。

　

答　

設
置
替
え
22
基
と
建

て
替
え
８
基
の
合
計
30
基
で

計
画
し
て
い
る
。

　

問　

文
化
財
事
業
費
増
額

の
詳
細
は
。

　

答　

文
化
財
関
係
で
２
件

申
請
し
、
う
ち
１
件
が
採
択

さ
れ
た
。
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
の
相
模
人
形
芝

居
林
座
の
舞
台
の
背
景
幕
や
、

人
形
の
着
物
が
補
助
金
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

○
平
成
29
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

厚
木
市
さ
く
ら
狩
り

マ
ッ
プ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

作
成
部
数
と
作
成
し
た
後
の

残
り
具
合
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。
ま
た
、
今
回
は
何
部
作

成
す
る
予
定
か
。

　

答　

こ
れ
ま
で
平
成
23
年

３
月
に
５
千
部
、
24
年
２
月

に
４
千
部
、
29
年
３
月
に
１

千
部
の
合
計
１
万
部
を
作
成

し
て
き
た
。
い
ず
れ
も
好
評

で
、
作
成
し
た
年
度
で
配
布

し
き
っ
て
し
ま
う
状
況
で

あ
っ
た
。
今
回
は
、
多
く
の

方
に
行
き
渡
る
よ
う
に
１
万

部
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

問　

ど
の
よ
う
な
場
所
に

配
布
し
て
い
く
の
か
。

　

答　

市
内
公
共
施
設
30
施

設
に
各
１
５
０
部
、
ホ
テ
ル

を
含
め
た
市
内
宿
泊
施
設
24

施
設
に
各
50
部
、
圏
央
道
厚

木
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
１

千
部
の
ほ
か
、
あ
ゆ
コ
ロ

ち
ゃ
ん
バ
ー
ス
デ
ー
イ
ベ
ン

ト
や
海
老
名
市
・
茅
ヶ
崎
市

で
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
イ
ベ
ン

ト
に
１
千
部
な
ど
、
近
隣
で

の
配
布
も
計
画
し
て
い
る
。

　

問　

今
ま
で
と
違
う
点
は
。

　

答　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴

い
、
マ
ッ
プ
の
折
り
畳
ん
だ

際
の
大
き
さ
を
、
こ
れ
ま
で

の
Ａ
４
サ
イ
ズ
か
ら
半
分
程

度
の
Ａ
５
サ
イ
ズ
に
す
る
予

定
で
い
る
。
な
お
、
掲
載
す

る
桜
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
市
内
全
域
の
桜
を

対
象
と
す
る
。

委員会の

審査 
条例・補正予算など

　条例の改正や補正予算などの議案に
ついて、常任委員会での主な質疑と答
弁を紹介します。

委員会の

審査 
補正予算・請願

　補正予算の議案や請願について、常
任委員会での主な質疑と答弁を紹介し
ます。

―主な質疑と答弁―委員会の所管事項調査

　市議会では、友好都市の中国揚州市に訪問団を
派遣し友好交流を図りました。主な内容は次のと
おりです。

◆厚木市議会友好都市交流訪問団
　４月16日～19日、揚州市人民代表大会表敬訪問、
揚州市人民政府表敬訪問、揚州大学訪問など。

　各委員会は、所管する事項について情報収集し、
専門的知識を深め、優れた施策を市政に反映させ
るため、先進都市を訪問し調査を行っています。
　このほど実施した４常任委員会の調査は次のと
おりです。

◆総務企画常任委員会　５月10・11日、複合施設
「たかまつミライエ」について（香川県高松市）

◆市民福祉常任委員会
　５月９・10日、障害児
者の生活介護および就労
支援事業の取り組みにつ
いて（広島県尾道市）

◆環境教育常任委員会　５月９・10日、６次産業
化の取り組みについて（宮崎県都城市）
◆都市経済常任委員会
　５月９・10日、ＰＦＩ方
式による市営住宅の建て替
え事業について。空き家対
策について（石川県小松市）

友好都市の訪問

○
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

・
団
体
対
象
の
報
告
会
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
幅
広
く
実

施
す
る
た
め
、
次
の
団
体
等

と
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
さ

れ
た
い
。【
厚
木
市
立
公
民

館
長
連
絡
会
、
厚
木
市
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
厚

木
市
消
防
団
、
厚
木
市
立
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、

厚
木
市
小
中
学
校
長
会
・
教

頭
会
、
高
校
生
、
厚
木
市
観

光
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
、
文
化
芸
能
関
係
団
体
、

就
労
支
援
事
業
所
等
】

・
団
体
対
象
の
内
、
厚
木
市

自
治
会
連
絡
協
議
会
と
は
担

当
常
任
委
員
会
を
変
え
、
定

期
的
に
開
催
す
る
よ
う
検
討

さ
れ
た
い
。

・
市
民
の
声
を
よ
り
幅
広
く
、

深
く
受
け
入
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
と
テ
ー
マ
設
定
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

・
地
域
実
態
に
応
じ
た
課
題

を
明
確
に
す
る
た
め
、
参
加

者
を
地
域
住
民
を
中
心
に
し

た
報
告
会
の
開
催
を
検
討
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
意
見
交
換

の
充
実
・
活
発
化
に
向
け
、

会
場
と
な
る
地
域
住
民
に
対

し
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容

を
反
映
し
た
テ
ー
マ
を
設
定

す
る
な
ど
、
参
加
意
識
が
高

ま
る
方
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

・
報
告
内
容
に
つ
い
て
は
、

担
当
常
任
委
員
会
に
お
い
て

事
前
に
確
認
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
実
施
後
の
反
省
は
早
急

に
行
う
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

・
１
回
当
た
り
の
一
般
対

象
・
団
体
対
象
の
会
場
数
は
、

引
き
続
き
検
討
さ
れ
た
い
。

・
２
月
及
び
９
月
定
例
会
議

終
了
後
、
可
能
な
限
り
早
く

開
催
で
き
る
よ
う
計
画
さ
れ

た
い
。

・
団
体
対
象
の
報
告
会
に
つ

い
て
は
、
早
急
に
日
程
及
び

相
手
先
を
決
定
す
る
よ
う
検

討
さ
れ
た
い
。

　

第
２
回
会
議
（
６
月
定
例
会
議
）
最
終
日
、
広
報
広
聴
特
別

委
員
会
の
釘
丸
久
子
委
員
長
か
ら
、
付
議
事
件
に
関
す
る
調
査

研
究
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
報
告
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
の
報
告

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長　

釘
丸　

久
子

副
委
員
長　

渡
辺　

貞
雄

委　
　

員　

望
月　

真
実

　
　
　
　
　

髙
橋　
　

豊

　
　
　
　
　

寺
岡
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　

遠
藤　

浩
一

　
　
　
　
　

新
川　
　

勉

　
　
　
　
　

松
田　

則
康

　
　
　
　
　

新
井　

啓
司

じ
ゅ
う
き
ょ
し

平成29年8月1日あつぎ市議会だより第236号（７）



本会議の審議結 果

子宮頸がん予防ワクチンの定期接種の中止と検診体制の刷新、接種者全数健康調査を国に対
して強く求める意見書を国に提出することを求める陳情

◎「陳情第11号　北朝鮮のミサイルに備えた避難訓練等の実施を求める陳情」が定例会議最終日の本会議に上程され、総務企画常任委員会に審査が付託されました（９月定例会議で審査予定）。 
◎平成29年６月21日議決時の会派構成など　           
※議長…越智一久（議長は採決に加わりません）、副議長…名切文梨           
※会派等表記、正式名称、議員数、所属議員（　　は代表者）           
みらい…あつぎみらい（９）：神子雅人、髙橋豊、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、松本樹影、難波達哉（議案第36号から第40号まで不在）、越智一久、沼田幸一、松田則康　公明党…公明党（５）：川口仁、
寺岡まゆみ、遠藤浩一、山﨑由枝、田上祥子　新政…新政あつぎ（５）：石井芳隆、髙橋知己、田口孝男、新川勉、新井啓司　共産党…日本共産党厚木市議員団（２）：釘丸久子、栗山香代子
改革…改革あつぎ（２）：髙田浩、井上武　民進党…民進党（２）：望月真実、名切文梨　無会派Ａ…無会派（１）：奈良握　無会派Ｂ…無会派（１）：井上敏夫　無会派Ｃ…無会派（１）：山本智子

み
ら
い

公
明
党

新
　
政

共
産
党

改
　
革

民
進
党

無
会
派
A

無
会
派
B

無
会
派
C

第 ２ 回 会 議 （ ６ 月 定 例 会 議 ） 提 出 案 件 議決結果
○…賛成、●…反対、□…不在各会派などの賛否

固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価員の選任について

人権擁護委員の候補者の推薦について（３件）

平成29年度厚木市一般会計補正予算（第１号）

「所得税法第56条の廃止を求める意見書」を国に提出することを求める請願

神奈川県最低賃金改定等に関する意見書を国に提出することを求める陳情

厚木市道の適正な管理・整備及び補修を求める陳情

こどもの森の来年度の約束の運営をNPO化する準備を求める陳情

自治会設置の条件緩和を求める陳情

民生委員の無委員地をなくすことを求める陳情

非常勤職員の障害者雇用を求める陳情

自立支援（精神通院医療）の推進及び補助、パワーハラスメント被害者の救済を求める陳情

神奈川県最低賃金改定等に関する意見書について

議 案 第 36 号

議 案 第 37 号

議案第38～40号

議 案 第 41 号

請 願 第 １ 号

陳 情 第 ３ 号

陳 情 第 ４ 号

陳 情 第 ６ 号

陳 情 第 ７ 号

陳 情 第 ８ 号

陳 情 第 ９ 号

陳 情 第 10 号

議員提出議案第２号

陳 情 第 ５ 号

同意

同意

同意

可決

不採択

採択

不採択

○□

○□

○□

○

●

○

●

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

可決

不採択

●

●

●

●

●

○

●

○

○

○

○

●

○

●

●

●

●

●

●

○

●

○

○

○

○

●

○

●

●

●

●

●

●

○

●

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

○

●

○

○

○

○

●

○

●

●

●

●

●

●

○

●

○

○

○

○

●

○

●

●

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

●

○

●

●

●

●

●

●

○

●

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

○

○

第３回会議の開催予定日

第4回会議（9月定例会議）の開催予定日

●本会議
８月８日（火）…常任委員の選任など

●本会議
９月１日（金）…議案等質疑
９月７日（木）・８日（金）・11日（月）…一般質問
10月６日（金）…委員長報告・討論・採決

●常任委員会
総務企画…①９月14日（木）②26日（火）
市民福祉…①９月15日（金）②27日（水）
環境教育…①９月19日（火）②28日（木）
都市経済…①９月20日（水）②29日（金）
※日程のうち、①は所管の議案審査（決算を除く）、②は所管の決算議案審査です。

◆特別委員会（本会議など終了後）

広報広聴………10月６日（金）
厚木市立病院…10月６日（金）

※厚木市議会の会期等に関する条例第２条に規定する定
例日に開く会議の回数につきましては、暦年での通し回
数となっていることから、随時に本会議が開かれること
で、回数が繰り下がることがあります。

会議は、原則として午
前９時に開きます。傍
聴は、本庁舎５階ロビー
で受け付けます。

　第10回議会報告会は５月
17・21・22・23日の４日間、
愛甲公民館などで４回開催。合
計で118人の方に参加していた
だきました。
　今回も市民の皆さんが自由に
参加できる報告会のほか、各種
団体などの役員を対象に意見交
換に重点を置いた報告会を実施
しました。
　今回の報告会では、２月定例
会議で議案となった平成29年
度予算の概要などを報告。この
ほか、会場となった地域に関す
る話題や、各団体が抱えている
課題などに対し、参加者と議員
の間で意見交換しました。
　各会場でいただきましたご意
見などは、今後の議会運営の
参考にさせていただくととも
に、特に重要だと思われる意見
は、執行機関に申し伝えました。

第10回 議会報告会
市民と議会の
　意見交換会を
　　開催しました

５月17日
厚木市交通安全指導員協議会、
厚木市交通安全母の会連絡協議会、
厚木警察署管内安全運転管理者会

５月21日 市民の皆さん

５月22日 厚木商工会議所

５月23日 厚木市子ども会育成連絡協議会

平成29年8月1日 あつぎ市議会だより 第236号 （８）

市議会だよりは再生紙を使用しています。不要になりましたら、資源回収にお出しください。


